
親子ひろば通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨の季節になると湿度も上がり蒸し暑く感じ

てしまう頃ですね。子どもたちは元気に動き回り

汗をかきやすい時期でもあります。水分補給やこ

まめに着替えなど行い、体調管理も気にしていき

たいですね。 

また雨が続くと外で遊べず家で過ごす時間が増

え家庭でもどうやって過ごそうかな？と考えるこ

ともあるかと思います。ひろばで室内で楽しめる

遊びをたくさん楽しんでいきたいと思います。 

毎週火曜日  9:45～11:15  まつのき保育園 ２Ｆ

 

きしゃぽっぽ ２０２５年６月号 

２０２５年７月号 

社会福祉法人みんなの森福祉会 

まつのき保育園 親子ひろば事業 

浜松市中区西伊場町７－５ 

ぽっぽコース ～月 1 回土曜日 

対象：1才 6ヵ月健診で要観察の子。 

育てにくさのあるお子さん。お子さんにあった

関り方のヒントを得る場にと考えています。 

予約制です  

9：30～11:00 ６／１４（土）・７／１９（土） 

☎  053-488-6166  ✉matsunoki_mori@beach.ocn.ne.jp 

fax 053-455-2333   HP：https://minnanomori.jp/hiroba    

                                

7 月の予定 

1 日 

８日 

１５日 

２２日 

２９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月の予定 

３日 

１０日 

１７日 

２４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの様子に合わせて感触遊びや水遊びも楽しんでいきたいと思います。 

ひろばに来て親同士おしゃべりを楽しみながら暑～い夏を乗り越えていきましょう。 

 

 

 

 

 

♪ゆすらん かすらん♪ 

ゆすらん かすらん 

たかいやま こえて 

ひくいやま こえて 

あっぱっぱー 

（子どもを抱いて優しく 

揺らしながら歌います。） 

 

 

 

小麦粉ねんど（感触あそび）☆家庭にあるもので作れるよ 

材料：小麦粉・水・塩・サラダ油 

①ボウルに小麦粉と塩を入れて混ぜる。 

②水をいれ好みの柔らかさにする。 

③サラダ油をいれしっかりこねたら出来上がり‼ 

 

 

https://minnanomori.jp/hiroba


    季節のうた・あめふりくまのこ 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1・おやまに あめが ふりました 

あとから あとから ふってきて 

    ちょろちょろ おがわが できました 

 

２・いたずら くまのこ かけてきて 

そうっと のぞいて みてました 

   さかなが くるかと みてました 

 

３・なんにも いないと くまのこは 

おみずを ひとくち のみました 

    おててで すくって のみました 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０．１歳児 絵本（共感のよろこび） ～ひろばにもあるよ～ 

・いないいないばあ！  

 「いないいない」（でてくるかな～）「ばあ」（あっ出たー。でてきたね。良かった

ね。面白いね。）共に楽しむ「共感の体験」ができます。 

・おつきさまこんばんは 

  でてくる→かくれる→また出てくるという一連の流れが楽しい。一種のいないい

ないばあ遊びでもあります。なぜか小さい子は丸いものに興味があります。お月

様の丸い形、光る表紙も子どもの興味をひきつけます。 

・かおかおどんなかお 

  表情を表す言葉にも色々あります。言葉のイメージがより分かりやすいように 

  ページ毎に変わる顔の輪郭の変化や、色の変化は、子どもも飽きることなく楽し

めます。 

 

1歳 6か月検診を受けましょう 

 お子さんの言葉の遅れが気になったり、育てにくさで悩んだりしていませんか？ 

早めの対応は、援助してもらえる場所を作っておくことや、関わり方を知ることができ

親子で前向きに進む近道となります。 

子育てについてお気軽にご相談ください。      

              

 

 

 

 


